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国際アクチュアリー会（IAA）死亡率ワーキンググループ 

ウェブサイト:  www.actuaries.org/mortality 

国際的な死亡率・長寿に関するアップデート #15 

これは、2020年 5月のバーチャル会議において MWGがレビューした死亡率・長寿分野の研究を

カバーする国際アクチュアリー会 IAA死亡率ワーキンググループ（MWG）からの国際的なアップデ

ートです。 

注：資料・プレゼンテーションにアクセスするには、下線付きのフレーズをクリックしてください。 

1. 歓迎と紹介: 

死亡率ワーキンググループ（MWG）は、2020年 5月に短いバーチャル会議を開催しました。 

2020年 1月、Brian Ridsdale の後任として Marc Tardifが MWGの議長に就任し、Leza Wells と

Ermanno Pitaccoが共同副議長に就任しました。MWGの新議長 Marc Tardifは、Zoom バーチ

ャル会議に全員を迎い入れ、新メンバーである南アフリカの Anja Kuys、英国の新代表 Dan 

Ryan、リトアニアの代表 Aldona Skucaiteをグループに紹介しました。 

 

2. IAA再編成のアップデート: 

Marc Tardifは、簡単なプレゼンテーションを行い、IAA理事会が提案し最近承認したIAA再編成

の背景と方向性を提供しました。IAAワーキンググループは現在、フォーラムに移行予定です。

フォーラムの主な目的は、FMA間で知識と専門知識を共有する「共有組織」になることです。新

たに提案されたフォーラムのメンバーシップ基準は、IAAの正会員協会（FMA）または準会員協

会（AMA）のメンバーが所属する協会に指名された場合であり、FMAメンバーだけが投票権を持

ちます。1つのFMAから複数の代表メンバーが参加する場合、1名の主要FMAメンバーが投票

権を持ち、興味を持つ人物が参加するには所属するFMAに指名・支持される必要があります。

各フォーラムは、IAAに対して目的を果たす価値ある組織であり続けるために2年ごとに見直され、

メンバーの活動状況やフォーラムにより達成された活動を評価します。 

 

3. 死亡率ワーキンググループのプロジェクトのアップデート: 

• 将来の死亡率の長期的要因 – Al Kleinが、プロジェクトの簡単なアップデートとステータスを

提供しました。同氏は、論文はまとめられており、今年中に完成させたいと考えているが、現在、

レビューとアップデートが必要であると知らせました。 

• 世界各地での引受 – Al Kleinは、このトピックに関して2つの論文が発表されていると知らせ

ました。これには、19か国の現在までの情報が含まれ、さらに5か国からの情報が控えています。

このトピックに関心がある場合、来年、アップデートや更なる研究が行われる可能性があります。 

• 死因 – Dov Raphaelは、プロジェクト内で行われた研究に関する詳細なレポートを発表しまし

た。 

• 疫病 – 論文が完成し、現在、学術委員会で最終レビューが行われています。 

• Gyula HorváthがMWGのプロジェクトマネージャーの役割を引き受けました。 GyulaとMarc

は、IAAの再構築が保留されているため、Advance委員会が設置され承認プロセスが判明した

ら、プロジェクトのさらなる提案について議論され、要求されることを確認しました。 

 

4. 調査報告: 

Dale Hall: 死亡率調査 – アメリカ 

• 米国でのCOVID-19の経験データの概要（世界各国の比較統計を含む）。 

 

http://www.actuaries.org/mortality
https://www.actuaries.org/IAA/Documents/WG_MWG/Meetings/VirtualMtg_27May2020/Agenda/2_Update_on_IAA_reorg_May_2020_Copy.pdf
https://www.actuaries.org/IAA/Documents/WG_MWG/Meetings/VirtualMtg_27May2020/Agenda/7.4_COD_presentation_to_MWG_2020-05-27.pdf
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Dan Ryan: 死亡率調査 – 英国 

• 英国の経験データとCOVID-19による超過死亡率のデータの概要。 

• プレゼンテーションでは、既往症等の要因やこの期間中に治療を受けなかった人々の数が

全死亡者数の増加に影響する要因となっていることが示されました。 

 

Assia Billig: 死亡率調査 – カナダ 

• カナダの経験データの概要。 

• レポートには、COVID前に行われた利用可能な人口データからの死亡率の傾向と将来予

測、将来予測を必然的に変更するCOVIDの影響に関する情報が含まれていました。 

• Assiaは、universal Old Age Security Programの対象となる65歳以上の人口のアップデート

データは夏に期待されると述べました。 

 

5. 次回の MWG会議: 

Marcは、秋にカナダのオタワで開催予定の次回の会議は、COVIDの状況のため現地開催されない

が、バーチャルで開催されると述べました。 次回のバーチャルMWG会議は、9月の予定日に開催

予定です。 
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